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第
三
十

一
回
在
京
白
堊
会
総
会
の
ご
案
内

今
年
は
五
月
十
二
日

に
開
催

在
京
白
堊
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ

て
、
新

し

い
ミ

レ

ニ
ア

ム
に
入

り
、
初
め
て
と
な
る
第
三
十

一
回
在
在
京
白
堊
会
総
会
の
幹
事
は
、
昭
和
四

十
三
年
卒
業

の
我
々

（
四
三
会
）
が

務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
例
年

の
開
催
日
で
あ

る
創
立
記
念

日
の
五

月
十
三
日
が
今
年
は
土
曜
日
に
当
た

る
た
め
、
前

日
の
十

二
日

（
金
）
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は

昨
年
と
同
じ
く
、
青
山

フ
ロ
ラ
シ
オ

ンです。ルートについては、上の図をご覧下さい。裏側（旧校舎側）から見た新校舎（この面の2枚の写真／大澤邦雄氏＝43年卒＝写す）白堊の城にふさわしい新校舎の玄関
今年は母校が誕生して一二〇
周年に当たります。明治十三年に礎高くたたまれた盛岡中学はその後、盛岡高校、盛岡一高と校名は変わりましたが、卒業生に脈々と流れている白堊魂は、創立以来、変わるところはありません。昨年暮れには四代目となる校舎も完成し、二十一世紀を担っていく後輩たちの教育環境も万全のものとなりました。今後も、岩手、日本、そして世界に羽ばたいて行く俊秀が、我が盛岡から次々と輩出されるも

のと期待しております。今年は二〇〇〇年という節目に加えて新校舎の完成という母校にとっての大きな慶事が重なりました。したがいまして、本年はなんとしても

意

義

の
深

い
総

会

に

し
た

い
も

の
と

考
え

て
お
り
ま
す
。

我

が
四
三
会
有
志
は
、
昨
年
五
月

の
第

三
十
回
総
会
終
了
直
後

か
ら
、

毎
月
幹
事
会
を
も
ち
ま
し
て
、
今
年

の
総
会

に
向
け

て
準
備
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
同
窓
会
と

い
う
と
、
と
も

す
る
と
若
手

が
集
ま
り
難

い
の
が

一

般
的
な
傾
向

で
、
在
京
白
堊
会
も
そ

の
例
に
も
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本

年

の
会
は
、
節
目

の
年

の
総
会
と

い

う

こ
と
で
も
あ
り
、
大
先
輩
か
ら
卒

業
間
も
な

い
大
学
生
ま
で
、
幅
広

い

年
代

の
方

々
が
集
ま
る
会

に
し
た

い

と
考
え
ま
し

て
、
幹
事

一
同
智
恵
を

絞

っ
て
お
り
ま
す
。
総
会

で
は
、
完

成
間
も
な

い
新
校
舎

の
様
子

や
、
現

在

の
盛
岡

一
高
生
諸
君

の
様
子
な
ど

を
ビ

デ
オ
で
紹
介

し
た

い
と
考
え

て

お
り
ま
す
。
初

々
し

い
新

入
生
諸
君

の
応
援
歌
練
習

の
光
景
も
見

て
い
た

だ
く

つ
も
り

で
す
。

こ
の
記
念
す

べ
き
年

の
総
会
を
成

功
裏

に
導
く
た
め
に
は
、

一
に
も
二

に
も
、
よ
り
多
く

の
卒
業
生
の
皆
様

に
御
出
席

い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま

で
、
な
ん
と

な
く
出
そ
び
れ
て
い
た
方
、
出
席
し

た

い
と

思

っ
て
は

い
た
が

億
劫

で
出

て

い
な

か

っ
た

方

、
あ

る

い
は
、
最
近
、

在
京
白
堊
会
の
会
員
に
な
ら
れ

た
方
等
、
ど
う

ぞ
、
お
気
軽
に
顔
を

出

し

て

い
た
だ

け

れ
ば

幸

い
で
す

。

是
非
と
も
、
本
年
総
会

へ
出
席
し

て

い
た
だ

け

る

よ
う

、
重

ね

て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
一二
会
有
志
代
表

玉
澤
健
児
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卒年次 名称 幹事 （ 〒）連絡先住所・ 電話 同期会等

S 3 1 在京 自重31会 松尾 忠良

阿部 克行

小苅米重美

〒232－007 4 横浜市南 区永 田山王台7－18

0 4 5 －7 12－3 94 5
〒2 6ト0 0 1 1 千葉市美浜区真砂2－23，9－503

0 4 3－279－4707

〒204－00 13 清瀬市上清戸2－14－2 9

0424－93－0504

行事 随時 （ちなみ にH lO年

箱根塔の沢温泉に 1 泊旅行）

S 32 山児 会 停務局は

盛岡 在京 は な し）

川口 一夫 〒35 ト00 12 朝霞市栄町2t3－46

04 8－462－9 726

有志 が機 会をつ くって招碑。
または盛 岡の会合 に随意 出席

S 33 在京三三会 綾部祥一郎 〒240－00 3 6 横 浜市保土 ヶ谷 区新桜 ケ丘

ト4 6 －16 0 4 5 、35 1 －4 17 7

Shoichiro－ayabe＠m sn ．com

随時在京 同期会開催

（最近で は1997 年。なお、今秋、

盛岡で同期会 を開催 予定）

S 35 盛岡一高35年卒

在京者同期会

熊谷 高正

立林 基幸

福田 浩尚

〒285－0843 佐倉市 中志津5－18－6

04 3－4 6 2－33 7 5

〒252－113 1 綾瀬市寺尾 北3－21－7

046－777－0720

〒270－2253 松 戸市 日暮5 8－2

0 4 7－367 －32 0 8

幹事持 ち回 りで
毎年 12月 第 1 金 曜 日 に

忘年会 を開催

S 36 在京36会 村田 順 一

間瀬 隆男

〒227－0034 横浜市緑区桂 台2－2 8－12

0 4 5－9 6 1－6 4 2 5

〒244－080 1 横 浜市戸塚 区品濃町525－1

東の街3－30 1 045－823－8024

最低年 1 回主 に俳優座観劇会

後会食 （同期の立花一男氏 が

俳優座団員 として活躍中）

S 38 特に な し 荒木田 修 〒10 4－P O 6 1 中央区銀座6－12－2 東京 銀座

ビル 3 階 0 3－3 5 7 2 －5 17 5

S 4 1 七夕会 ・

二火会

馬場 信 〒10 ト0 0 2 5 千代 田区神 田佐 久間町 1－1 1

産報佐 久間 ビル 産報 出版（株）内

0 3－32 5 8－6 4 1 1

b aba＠sanpo－p ub 、CO ．jp

原則 として毎 年 7 月第 1 土曜 日

に七夕会の名称で懇親会 を開催

他に、隔月第 2 火曜 日、二火会

（異業種交流的な勉強会）開催

S 42
し っ ぷ う か い

在京疾風会 船越 巧子

山田 武秋

〒34 1－00 18 三郷市早稲 田3－23、4－204

0 4 89－5 8－0 5 1 3

fw ka978 1＠m b、inb w eb．ne、jp

〒150－000 1 渋谷区神宮 前3－42－13－40 1

0 3－34 9 7－12 8 6

yam －rOOm ＠netlaputa．ne、jp

年1 回程度同期 会開催

※本部 （盛岡／代表幹事 渡

辺史朗 0 19－66 1－7 355）は毎年8

月14 日同期 会 開催

S 43
よん さ ん か い

四三会 玉澤 健児 〒336－0907 浦和市道祖土2－5－3

0 4 8－8 8 5－7 8 7 5

毎年 1 回 （例年 1月末～2月初）

に同期 会開催

S 50
（第90 回生）

白 堊 9 0佐藤法雄

松坂裕希

水原 滋

〒185－00 11 国分寺市南町3－9－25－4 10

0 4 2－322－395 0

〒270－1347 印西市内野2－1－2－20 1

0476－47－3042

yum atsu＠pat、hi－ho．ne．jp

〒104－0053 中央 区晴海 1－7－2－1506

0 3－3 5 3 3－5 94 5

ⅩSig m iz＠ d l 、d io n 、n e ．jp

定例同期会 年 1 回 11月開催
など

「
盛
中
L
B
会
」
命
名
の
由
来

昭
和
27
年
3
月
卒
業

浅

沼

一
道

昭
和

二
十

一
年
、
岩
手
県
立
盛
岡
中
学

校
に
入
学
し
た
我

々
は
、
途
中
、
学
制
改

革
の
嵐

の
中

で
の
生
活

で
あ

っ
た
。
中
学

一
年

に
進
級
し
た
と
き
、
新
し
く
六
・
三

・

三
の
現
学
制
が
発
足
し
た
の
で
、
周
囲

に

新
制
中
学
が
開
校
し
た
。

旧
制

の
盛
岡

中
学

で
は
、
学
制
切
替
に
対
応
す
る
た
め
、

新
入
生

の
募
集
を
せ
ず
、
そ
の
後
は
盛
岡

中
学

一
年

は
生
ま

れ
な
か

っ
た
。
ま
た
、

成
績
不
良
で
落
第
し
た
者
は
、
新
し
く
開

校
出
発
し
た
周
囲
の
新
制
中
学

に
送
ら
れ

た
と

い
う

。

中
学
三
年
で
も
同
様

の
措
置
が
と
ら
れ
、

中
学

三
年
終
了
時
、
心
な
ら
ず
も
卒
業
式

が
あ
り
、
昭
和
二
十

四
年
四
月
、
通

い
馴

れ
た
同
じ
校
舎
に
、
盛
岡
高
校

（
こ
の
と

き
、
盛
岡
二
高
・
盛
岡
三
高

＝
現
盛
岡
商

業
＝
と
三
枚
統
合
し
て
、
以
後

二
年
間
続

い
た
）

一
年
生
と
し
て
入
学

し
た
。
し
か

し
、

こ
の
年
は
新
制
中
学
で
の
最
上
級
生

は
三
年
だ

っ
た
か
ら
、
高
校

の
受
験
は
ま

だ
な
か

っ
た
。

我

々
が
高
校
一
年

に
進
級

し
た
と
き
、

盛
岡
中
学
入
学
以
来
は
じ
め
て
下
級
生
が

入
学
し

て
き
た
。
し
か
も
、
創
立
以
来
は

じ
め
て
女
子
生
徒
が
含
ま
れ
て
い
た
。
以

後
は
、
男
女
共
学
で
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

盛
岡
中
学
最
後

の
入
学
生
、
最
後

の
卒
業

生
と
し
て
、
男
子
だ
け
の
最
後

の
生
徒
で
あ

る

、
と

い
う

誇

り
を

こ
め

て
「
L
a
st
B
o
y
」

の
略
称
が
我

々
の
「
L
B
会
」

で
あ

る
。

ち
な
み
に
昭
和
二
十
六
年
、
三
枚
統
合

が
解
か
れ
、
我

々
は
岩
手
県
立
盛
岡
第

一

高
等
学
校
第

一
回

の
卒
業
生
と
し

て
、
昭

和
二
十
七
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
入
学
以

来
四
度

の
校
名
変
更

で
あ

っ
た
が
、
卒
業

以
後

の
校
名
変
更
は
な

い
。
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卒年次 名称

幹事

（ 〒）連絡先住所・ 電話 同期会等

S 12 白堊51会

（ 東京支部）

佐藤 吉平 〒182－00 12 調布市深大寺来 町1－18－2

0 4 2 4－8 5－0 15 8

現在 は特になし※盛 岡の本部は定期的
に年 1 回 集 ま って い る

（ 代表 、瀬川 仁 0 19－622－8851）

S 13 昭和 13年 3 月卒業

京浜地区同級生

の集い

佐藤小太郎 〒2 32－0056 横浜市南 区通 町4－96

0 4 5－7 3 1－3 0 6 2

昭和6 1年 12月、横浜高島屋 で
開催以 降、特 にな し

S 14
ご さ ん

在京 白 堊 五 三 会

（ 在京盛中五三会）

手塚 光郎 〒150、00 13 渋谷 区恵比寿3－3 1－17

0 3－34 4 3－0 5 5 2

現在 は特 にな し

S 18 十人年会 八重畑達男 〒17 3－00 11 板橋 区双葉 町13－5

0 3－39 6 3t 17 2 8

（ 在京 は特 にな し）

S 19 特に な し 舘下 忠夫 〒277－0 074 相市今谷上町19－48

0 4 7 1－7 4－7 3 3 7

全国一本 で同年会 を開催

S 20A 悟空会 晴山 節男

囲安 輝久

〒353－0 004 志木市本町5－17－2－516

04 8－4 73－7607

〒270－1147 我孫子市若松 165－10

0 4 7 1－82 －7 7 0 5

kuniabik＠m b．infow eb．ne、jp

年末、年始 在京同年次会

S 20B 白堊60会
東京支部

高藤五郎 〒25ト0 045 藤沢市辻堂東海岸2－17－3

0 4 66－3 6－12 14

同期会 随時 （本年 同期会開催予定）
※昨年 5 月 、盛岡にて古希同期会 開催

S 22
（第 61 回生）

む い ち か い

在京無一会 鎌田 潤一

井上 鉄夫

〒238－0 023 横須賀市森崎3－17、13

0 4 6 8－34－02 62

〒10 1－0 0 2 4 千代 田区神 田和 泉町 1－6－16

ヤマ トビル603 井上税務会計事務所

0 3－3 8 6 2－5 7 9 1

毎年 4 月頃同期会開催 ほか
※今年 は 4月7 日（金）開催予定

（ H lO．3．5 繋温泉 で 1 泊 にて卒

業50周年記念無一会 を開催 ）

S 23－

24

在京白堊23、24会
昭和 23年（盛 岡中学）

昭和 24年（盛 岡一高）

佐々木則雄 〒35 1－0 104 埼 玉県和光市南 2－1－14－107

0 4 8－46 3－84 8 8

今年 は定期懇親会 「三木会」（奇数月の第 3 木 曜 日午

後6 暗 か ら） をす きや橋 「大 雅」 にて 開催 ※昨年 は

三水 会 偶 数 月第 3 水 曜 ） と して昼 食 会 を開催

S 25 在京 白 堊 2 5 会幅舘 悠

内田 禎二

〒193－0 833 八 王 子市め じろ台4－13－5

04 26－65－505 7

〒2 15－0 0 0 5 川崎市麻生区千代 ヶ丘4－7－6

0 4 4－966－90 8 1

uchid叫＠yoyogi．ycc．u－tOkai．ac、jp

毎年 1 回 4 月 総会開催

（ 場所は通常 東郷記念館）

※在京 白 堊 2 5 会 々 長 は 及 川 昭 伍

S 27
エ ル ビー

盛中L B 会
佐々木 賓

酒井 洋司

藤原 禎助

〒236－000 5 横浜市金沢区並木2－7－5、501

0 4 5－78 4－25 4 9

〒338－0 811 浦和市 自鍬 762－2

0 4 8 8－5 4－30 7 1

〒176－00 13 練馬 区豊玉 中3－19－5

0 3－3 9 4 8－32 2 2

例会 春 、秋 2 回 （他随時）
※盛 岡で は毎年 11月 第 3 土 曜 日

に同期会総会 を開催

S 28 在京 白 堊 2 8 会秋濱 彰 〒253－002 1 茅 ヶ崎市浜竹 4－8－28

0467－82－924 6

毎年春 に同期会開催 ほか

S 29 在京 （白 堊 ）
にく ま れ 会

興津 椎信

小林願一郎

〒162－0055 新宿区余丁町12、27－403

0 3－3 3 5 3－32 8 8

〒330－0 834 大宮市天沼ト184－2

048－642－4743

定例新年会 毎年 1月最終土曜日の午後。

ゴルフ会（年 3 回）、麻雀会（月 1 程度）。

ほか 3 年 に 1 回 盛岡（代表幹事 下田啓

太郎）にて 「に くまれ会大集合」開催

S 30 関東白堊
30年会

代表幹事

佐藤陽一

幹事遠畑浩紀

村井礼子

村谷真三

〒3 3 0 －0 0 3 6

〒3 3 ト0 0 6 4

〒18 2 －0 0 2 6

〒3 4 5 －0 8 3 5

大宮市植竹町1－793－7

0 4 8－6 5 1－63 5 0

大宮市佐知川5 24－3

0 4 8－6 2 4－5 8 12

調布市小島町2－29－9－202

0 4 2 4－85－58 0 3

埼玉県宮代 町宮代台3－5－3

0 4 8 0－3 3－13 3 9

例会 毎年 11月第 2 金曜 日18時
ゴルフ同好会 （年 3 回のペナス）

ほか

※在京 白 堊 会 事 務 局 に 「 0 0 年 卒 業 者 だ け の 集 ま り は な い か 。 連 絡 は 誰 に す れ ば よ い か 」 と い っ た 問 い 合 わ せ が 、 時 折 寄 せ ら れ ま す 。

そ こで今 回、急速調査 し、回答 のあ った年次 分 を掲 載 いた しま した。ご覧 の とお り、まだ空 自の年次 が た くさんあ ります。今 回 は間 に

合 わ なかったが年次 の組織 がす で にある、あ るい は新 し く名称 や連絡先 が決 まった とい う年次 は、事 務局 までお知 らせ くだ さい。
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二
十
一
世
紀
の
白
亜
に
期
待
！
藤
村
征
夫
（
昭
和
三
十
八
年
卒
）

私
は
、
昭
和
三
十
五
年

に
盛
岡

一

高

に
入
学

し
た
。

日
本
が

い
わ
ゆ
る

「
六

〇
年
安
保
」
の
混
乱
を
経

て
、
そ

の
後

の
高
度
経
済
成
長

へ
と
続
く
時

代

の
節
目
に
、

一
高
に
在
籍
し
た
わ

け

で
あ
る
。

入
学

の
動
機
は
、
と
り
た

て
て
将

来

の
確
た

る
目
的

や
大
志
が
あ

っ
た

わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
年
少

の
頃
か

ら
、
啄
木

や
賢
治
を
身
近

に
感
じ
、

一
方
、
米
内
光
政

や
板
垣
征
四
郎
な

ど

の
軍
人
、
原
敬
、
新
渡
戸
稲
造
と

い
っ
た
岩
手

の
先
人
達
に
子
供
な
が

ら

に
誇

り

を
抱

い
て

い
た

。

将
来

は

人

の
た
め

、

国

の
た

め
と

い
う

思

い

が
何
と
な
く
あ

っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て

い

る

。

み
な
ぎ
る
自
由

の
気
風

在
学
中
、
私
が
影
響
を
受

け
た

二

つ
の
こ
と

が
あ

る
。

一
つ
は
「
安

保
」

で
あ

る
。

同
級

生

の

一
人
が
、
「
わ

れ
わ
れ
も
行
動

（
デ
モ
）
に
参
加
す

べ
き
だ
。
そ

の
た
め

の
離
席
を
学
校

は
認
め
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。

政
治

に
関
心
の
薄
か

っ
た
私
に
と

っ

て
は
、
そ
う

い
う
同
級
生

の
存
在
自

体
が
驚
き

で
あ

っ
た
。

二

つ
目

は

、
先

輩

の

「
講
演

」

で

あ
る
。
そ

の

一
人
は
、
ア
イ

ヌ
語
研

究

の
た
め
に
北
海
道

に
渡

っ
た
と
き

の
模
様
を
語

っ
た
金

田

一
京
助
博
士

で
あ

る
。

天
職

へ
の
熱

い
情
熱

を

静

か
に
や
わ
ら
か
に
話
を

で
き

る
人
が

い
る
も

の
だ
と

い
う
強
烈
な
印
象
を

受
け
た
。
ま
た

一
人
は
、
以
前
本
紙

を
飾

っ
た
当
時
早
大
院
生

の
玉
津
徳

一
郎
先
輩
（
現

、
農
林
水
産
大
臣
）

で
あ

る
。
記
憶

で
は
、
世
界
総
道
徳

運
動
だ

っ
た
と
思
う

が
、

こ
れ
ぞ
弁

論

部
と

い
う

演

説

で
、
若

い

エ
ネ

ル

ギ

ー

の
塊

が

そ

こ
に
あ

っ
た
。

同
窓
先
輩
に
著
名
人
が
多
数
お
ら

れ
る

一
方
、
当
時
は
無
名

の

一
学
生

を
講
師

に
招
く
、
そ
う

い
う
度
量
と

気
風
が

一
高

に
は
あ

っ
た
。
こ
の
よ

う

に
、

私

に
と

っ
て

は

、
「
こ
ん

な

自
由

が
あ

っ
た

の
か
」
と
思
え
る
出

来
事
が
年
に

一
、
二
度
あ

っ
た
。

ト
ッ
プ
よ
、
大
志
を
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
以
降
、
冷
戦
時
代
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
、
世
界
各
地
で
紛
争
や
事
件
、
事
故
が
続
い
て
い
る
。
日
本
は
戦
後
五
〇
余
年
を
経
て
、
経
済
の
発
展
、
女
性
の
地
位
向
上
、
多
国
籍
企
業
の
進
出
等
、
在
学
時
は
予
測
し
え
な
か
っ
た
変
化
を
体
験
、
実
感
で
き
る
年
代
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
世
代
で
も
近
年
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
目
を
見
張
る
。
昨
今
は
、
日
本
の
経
済
や
社
会
を
構
成
す
る
し
く
み
が
根
底
か
ら
崩
壊
し
て

い
く
様
を
感
ず
る
こ
と
が
多
く
な

っ

た
。

一
言
で
い
え
ば
、
未
来
が
見
え

な

い
。
そ
れ
だ
け

に
、
国

で
も
企
業
で
も

地
域

で
も
ト

ッ
プ

（
指
導
者
）

の
役

割

が
重
要

で
あ
る
。
わ
が
母
校
は
、

数
多

の
ト
ッ
プ
を
輩
出
し
て
き
た
し
、

輩
出
し
続
け

て
い
る
。

私
が
奉
職
し
て

い
る
農
協
団
体

で

も
、
こ
の
三

〇
年
間

で

一
万
あ

っ
た

Ｊ
Ａ
（
農
協
）
が
、
合
併
に
よ
り
一

五

〇

〇
ほ
ど

に

な

っ
た
。
な

か

に
は

、

実
質
的
に
倒
産
Ｊ
Ａ
を
救
済
す
る
た

め
の
合
併
も
あ
る
。
そ
の
た
び
に
、
現
場
で
は
「
何
の
た
め
の
合
併
か
」
「
Ｊ
Ａ
は
本
当
に
必
要
か
」
を
自
問
し
な
が
ら
広
域
合
併
を
実
現
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
組
織
の
再
編
に
関
わ
っ
て
い
る
私
の
目
か
ら
見
る
と
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ッ
プ
（
組
合
長
）
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
で
、
そ
れ
を
ミ
ド
ル
（
管
理
者
層
）
が
着
実
に
実
行
で
き
る
、
こ
と
で
あ
る
。
食
管
法
な
ど
の
制
度
を
基
本
に
事
業
運
営
し
て
き
た
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
そ
の
仕
組
み
が
根
本
か
ら
見
直
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
と
く
に
ト
ッ
プ
に
は
、
時
代
を
見
通
し
た
志
な
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
戟
後
五
〇
年
、
わ
が
国
を
構
成
し
た
主
軸
は
経
済
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
〇
年
も
経
て
ば
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
仕
組
み
も
伝
統
も
、
絶
え
ざ
る
改
革
な
し
に
は
、
も
ろ
く
も
崩
壊
す
る
。

新々校舎に寄せて一高の新校舎が完成したという。私の世代からは新々校舎になる。すでにこの紙面でも紹介されているが、後輩の中にも世界に通用する若手文化人が何人かおられる。同列で比較するのはムリがあるが、ＪＡグループの全国組織では、農家の扱う飼料、肥料、石油などの原料調達のために、海外に事業所を持っている。そこの駐在経験者には、「現地の人と真に友達になれない壁がある」という共通の認識がある。例えば、休日に東京本社の出迎えをするような人は友にできない……と。文化や自分について確たる意識がないと、私もそうだが、この壁を乗り越えられそうにもない。その意味で、紙面に見る後輩たちがまぶしく見える。新たな時代にふさわしい大志を抱いた人材が、母校から一人でも多く輩出することを期待する。そして、新校舎がその土壌や環境を育んでくれることを願っている。（仝農常任幹事）新校舎 の玄関 を飾 る九谷焼陶板
の白亜城三遷の図 （写真／佐藤泰久氏＝42年卒＝写 す）

あ
と
が
き

今
回
、
各
年
次
組
織

の
調
査

の
回

答
と

一
緒
に
寄

せ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー

ジ

の
中
で
、
昭
和

二
十
七
年
卒

の
浅

沼

一
道
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
盛

中
L
B
会
」

の
由
来
が
、
戟
後

の
学

制

改
革

の
混
乱

期

に

つ

い
て
た

い

へ

ん
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
し

た

の
で
、

ご
紹

介

さ

せ

て

い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
、
戟
後
生
ま
れ

に

は
不
思
議
で
し
よ
う

が
な
か

っ
た
昭

和
二
十
年
か
ら

二
十
四
年
頃
ま

で
の

同
窓
会
名
簿
の
卒
年

の
謎
が
よ
う
や

く
解
け
ま
し
た
。
浅
沼
先
輩
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


